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骨盤部骨スキャンでの前後面では,膜駅 と坐骨,
恥骨や尾骨が重なる場合がある｡ そのため,それら
の骨と勝駅を分離描出するために,尾底位よりの撮
像が有用なことが示唆されている1)｡今回の症例で
の尾底位では,腰朕と座骨,恥骨は分離描出可能で
あったが,尾骨と仙骨とが重なって描出された｡ま
た尿の付着部が,尾骨の患部に近かったために,尾
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骨位像は診断に有用な情報を供与し得なかった｡さ
らに,通常尿の下着への汚染が陰茎部より下にみら
れることが多いという先入観も,診断に混乱を招い
た｡
参考文献
1)Simon,JDanetBetal:Utilityofcaudalviewin
pelvicboneimaging.ClinicalNuclearMedicine
ll:614-616,1986
